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羽田ヒューム管

株式会社

当社は大 JE15年に今

の羽川飛行場の近くで

創業し、昭和12年に砂

利の多量に採れる現保

: Iの多摩川の畔に移った。

資本金は 2億円敷地は

約43.000平 }j米、 従 業

口は約 200人で月産、

4.000トンである。ヒ，ー-J、作とはいl心 }Jを利用して造る鉄筋入

りのコ.ンクリート作の ニとで『 ヒ'"'ーム」と は考案したオースト

リヤ人の名前である。内1Y:IJ75~，じから 2.300粍まであり上下水道

用水、工場導排水川~' : J'Jl ‘(， J LてL、る。
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富士電気株式会社豊田工場

禽寸で電機豊岡下.場は産業の近代化に必要ないろいろのJ十郎、オ

ートメ ーション装置を造る工場としだ日本有数のもので t。

工場は精密な計掃を造るため特に消潔に保たれるよう行えられ

ています。小さな部品から組み立てまで令部L場内で行なわれ*111
11M僻柳田、 〆 拘 置一一一一一一---

心の注意 で計器が造

りだされてゆきます

ここで造られた計器

は魁鉄、化学、電力

等全国各地 の主要産

業工場で働 き、また

J毎外にも輸出されて

好評を得ています。

固 有飾絹株式会社

当社の主要制品てhある製粉Jll飾絹の'1主席は従来スイ λ がIll:'H (I~J 

に独占していたがその頃の口消製粉株式会社々段、 JI二111 l.~~ ・ f!lSl乏

が国産化を計I，IiJし、昭和 9年 11月同社の傍系会社とし てI宣伝 され

た。以来研究を呪ねた結*筒紺は勿論、ナイロ ン、 JI;のf也合 成繊

維に依る各種仁業用 資材 を生 産し、製品は国内大f製粉会 tl:悦び1・
....幽 明幽幽幽幽幽・船世 圃幽幽幽幽 幽 」幽幽

作業料の fIJJ会 札に

d内人し、メ III_ W~付也

( "メリ'/)、 ・1)十ゲ

I~j ;伏、均十1・|、 ワ fリ
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神鋼電機株式会社東京工

叶HI:Iよ大 11，61'1"，，'Ji:U，いや'1)il拠制，iJj'品羽 1:場が建てられたのが

その始め "C' ，}"，る。 ，~\;( 1.助はH行相1181'1~ ・ 11 ~lflllTに建てられた 。 そ

の 他'，;1引 の'，'Lt機 :¥151"Jが仙、・fして 山(1.の 抑制川機と云う名称に変っ

党γU械、 }l伝染川の 'Il、レジスタ ー、 振 動 機
， 'fl~ 'f-;--~rぽ一一一 噌

器等で従業員は約

4，700人で資本金

は30億 円 で あ る 。

事業所は鳥羽、伊

勢、東京、大阪他

プてカ戸斤にある 。



小西六写真エ蝶株式会社日野工場

1 Hf'T-ì( こは.，I li "，l;~に伐の良い水が聖堂;!óに出るのでイi~ な r~ くら
フィルム」を製造寸る小同六写点・ I~業株式会社 11 肝 1:場が建てら
れている。化予研究川もあり、敷 地約16万、I'-Jj米、建物は 671、，'- ~ 
Jj米、従業L..l.2，OOO人の、父派なに場である。カメラてい使う (1黒やカ

ラーのフィルムはもとより!快LdUJlJ、レントゲン刷、向J制JlJ、'ヌ術

問、航空川等すべてのさくらフィルムが透明なペースから一貫し 、
てつくられ遠く海外まで売り出されている。

|:J:iJjVS| 
オリエント時附

株式会社日野工場

当社は昭和~5年

7月事業を開始し

今年で12年になる。

工場は秩父、奥多

摩の述山を背景と

し多摩の消流に臨

み、精密工業には最適な環境のなかて部H，600名 の 従 業 員 が 腕 時 計

の生産に従事している。 1m利 33年には回路帥J十として、アメリカ

カナダに多』涯に輸出し、好評を博している。この度貿炉の臼由化

に瞭して更に製品の向上を期し諸外国品に劣らない優秀な時計の

生産に努力を続けている。



J;(ヨミ線や111央 線 に 采 .，てみる

k 勺 IÍI:交の従事~ (・~~がつく。近年七地治 JJ父のた的にプ

ノl ト ー)1/ ')伝り t.::たてて中，止の丘二lよ・変して u ー ム T¥"iを

~，'I'， l 、 11IJI )-111 ft，l ~t:.tti!. iヒしつ‘ある。

平山城祉公園

多)4(:Ir.l:会の -[(1 (こチ.り、

IIJ七 '1lの 4 ぐ ~Lこ u也 c.ふる
/， I fìlf~(: \:ιっと J)~σ) 1".の骨 l 

〈、iA< JÌ~ n's!1: ~' f-{ ~.t!I! 、 fj、 ''':_
l処多1然、;;;t;1:、]'j-，}~の 111 ~， 

IPlt ま ~ l る。 えこ・ ('I.t曲目険

やJ~の 'ti ~!; 1 を 1 1 ~ た・ 1'- 11 ，)，比 \.i

~f l.fiiih: ある。ニのH;'t:1よSlft
ftのほ{、 I~山 守宅慌の J i}j令i;i C' ，" 
った。~ ，[(は 11 ど~!交の (，fK:
-C-'/}J;U史ド M，し、 'j-='ifiJIIベB

の行の f子ijilU:。惚 れ を と と わ

かした。今そiの航あとと.
わ ~ l て t ‘る、 I " III 'J"-;吋支<!，)μ 
に lよ・、|ι山 予;，[(遺lU!之州 』
カfある。
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多摩川と浅川 多l公}IIの 中流、浅}IIの落ち

会うあたりは地 名を「栴}IIJ としづ。河JJ;fの
まるい イfころは推 航行がれでルーペでやっと

比える 小 さな化イiを合九どものもある。 1;付近
ド 型 (.1江も多く多 )~の I1I 々の H兆めもョキ~ I! ，'íし L' 。
ここに収っと 1.~冬で 4・ら丸十与がよい己

草木を大切にして下さい



高幡不動噂 ，u;附イ〈副作(民7弔問7山派別

栴イ>:111) 詳しくは 1~'llj晴山 IIJL"E院金剛存と云い

;Ji利l天引ーの刺願で慈党大内liが路、工した。もと

山上にあったが控武 2fl~ 8川 411 (1335)の暴

風雨のため倒壊しえので11‘干のfl::.倒、持if正が麓

に 移 建して脱.(1:にでる。ィ、動'.¥:tはl家永元年

(1342)の建、工、仁 tミドリLl:"代不昨どが日付和21

年共に|司支にf1i'，立された"./i :115附 J見lよ、予の飢
寸=で、1f15 ，f( 'ORで、ある。この :t点 lよ II{~平1136 1' 1斗こ rirl

7亡il~.fl~ を車冬った。その ft.lJ.よノkl0:1'. (1273)の釘3
11がある o .N')\')，!.1 j.)，~、 1ff1必 3 1' 1 と(1 340) は m 要
文化財に折忘 δれているのぽ1)']に上杉憲顕の

幕や新選隊近}{が 1Jjのf，'れがある，

栴の手元fiJj'で、担;1:や武J絞貯の眺望が

よ"。オ文 /J(は止ヒ戸iJj'lニ11::.んで、 iHii，j;のうねりの

ごとく起き伏せる j;(i]の[Jilありはととぎ寸ーなく」

と祢人だ。公良H、子代にIlIJ，'f.という松i述、?の 111

跡で"i.r:， ;11与{'¥:，-は風流入の出入が多かったよ

うでノ〉は詩句碑や心'j':;也 記 ど が、'ill‘子

をi!ιば せ る 。八幡峨は阿部氏追討

の II~ iJ);i ;溌.~<:の桁でたところでい制l

Nf本は鎌作11ぷ代のもので美

fi句史的にイi'r，である。斜11'>ど
1:日3ふくJ イiG:十、fl:J，'fll亦もある 。

都 立 多 摩 動 物園

II?H引31年llH1 ["1東京都
が着J:し約 2年、F.の品川を

町してH仔平1133年こどもの 11
に IJ何回した。 11ドUHrt'の
アフリカ園を合わせると 1(li

積は427000、|主Ji米ある。

動 物 は 約152村 800;失点で 1:
としてアジアめ!l1)J物。ヵ，，1.jSめら

れである。この刷物公凶は1'1然

の 'I~態が凡られる放祭式で幼11 な
どで危険防止がされてある。人凶

fJは11三々 I("/lJlIし.1'1三IIlJ約 100万人を

数えている。

日野町の概要

11 !Pflよ山くは飛火肝と称した。この地は降末に切手ノ，を

天ドにとど乃かせた I:)n袋三の，'H'Iミ地として7<11られてい

る 。 徳11111:子代は III州街道の宿.tMlnr

として発i主したが、 IIJldi23il三

に ql武鉄道(今のrtJ央線)

カ;'1111;[豆し、 1111ifi361'1ミLこlよ

lur;l;IJをB包行・した υ

nσコf愛人:1:.tJ.，}カt利lL欠

いで、主主てら~ l 1: 

業部I↑f化 さ れ る と

J長lこ卜tlJ也σコi立/J父1: 

よって人 11はJi万

を必Bえるに寸:-)た

II({ 手1133ilミ多 P't.正))J~J公

闘が泣られ附近の}'，所

1 Hli-Jtと 共 に 観 光 地 と し て

も全同に知lられている。

1I111IUllllll1lll1lll1ll1lll1ll!11i1，1I11l川111111'111:1111111111111111"1111111111111111111111111111

多摩丘陵
べ li~ 11/;' 

「あカ、こまを山貯に放

しお11りかいて、多J喫の

惜山徒渉行かやらむ」

と占い万葉集に出てい

るカfこσ)r多l君主σコN'.ilII_j

は、制作の多摩丘陵と

』孟は'l，iJじ1']rを4"1守寸・と}J!、

はれる。多摩丘陵は尚

尾山の束力・ら浅川多用

川 の l有印にわたり、民

くはiカfっ丈こIt¥)lるベコカ、な

起伏をもっ幼if.Jt1Jの地

形である。この丘陵は

大持はi似ていあ「たが lt

の f~ ÌÍIiは後退し陸地と

なり、後新制火山の爆

発により火山以がII牢り

丘I~愛の赤 1:1 こな 》て， • 

る。多用丘陵には観光

f也も多く X近II.~'ち乞f也治

成カ?怠J-J.虚 l こ巡ミ行~t 'で、あゐ




